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   1) Male rabbits, weighed 2-2.5 kg, were subjected to be treated with a-Cyanoacrylate 
monomer for adhesion of incised wounds. In 4 rabbits opperated on nephrotomy, 1rabbit on 
partial nephrectomy followed by  autotransplantation f fascia and 5 rabbits on incision of the 
bladder, either incised surface or edge of the wounds were all successfully adhered with use 
of the agent. 
   2) The animals were sacrificed after 1 to 6 weeks of observation, during which periods 
no one deceased. The main visceral organs were found to have nothing noticeable alterations 
in both macro- and microscopical findings. Adhesion of the incised wounds were perfectly 
achieved in both kidneys and bladders. The polymer applied to the wounds seemed to be 
absorbed in 7 to 10 days. The incised wounds appeared to be completely organized in 4 to 
6 weeks. 
   3) X-ray examination of the bladder confirmed that the adhesion is completely achieved 
with sufficient function of dilatation. 
   4) In 3 out of 5 rabbits subjected to bladder adhesion, wall-attached small calculi were 
demonstrated in the bladder. Further studies confirmed that the adhesive is capable of for-
mation of foreign body calculi as its nuclei when the adhesive is dropped and attached to 








一方,近 時,工 業用接着 剤の需要 と相 まつ て
高分子化 学におけ るこの分 野での著 しい発展の
成果 として合 成樹 脂接着剤が相次いで登場 して
きた.即 ちフェ ノール ・フォル ムァル デ ヒ ド.
メ ラミソ ・フォル ムアル デ ヒ ド,尿 素 ・フォル
へ や
ム ア ル デ ヒ ド,エ チ レ ソ 尿 素 フ ォ ル ム ア ル ァ ヒ
ド,レ ゾ ル シ ノ ー ル ・フ1ル ム ア ル デ ヒ ド17
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ラン樹脂等 のフォル ムアルデ ヒ ド樹脂系,エ ポ
キシ樹脂系,ポ リウレタソ樹脂 を含 めたポ リイ
ソシアネー ト樹脂系,ポ リ酢酸 ビニル,ポ リビ
ニル ァル コール,塩 化 ビニル ・酢酸 ビニル共重
合体等 のビニル樹脂系,不 飽和 ポ リエステル樹
脂 系,メ タク リル酸 エチル等 のアク リル 樹 脂
系,ス チレソ樹脂系,シ ア ノアク リレー ト樹脂
系接着剤 と多系統に亙 るが,そ の殆ん ど大部分
の ものがsettingtimeが長す ぎた り,接 着 に
大 きな加圧や高温を必要 とした り,毒 性や局所
刺戟性が強す ぎた り,特 殊 な溶媒や触媒 を必要




を主成分 とし,可 塑 剤,安 定 剤等 を約10%に含
むEastman910が 発表 され,こ の接着 剤は
settingtimeも短 く,常 温 で微量 の水分 の存
在 に より硬化 し,圧 接 が容易 で生体組織 の接着
も可 能であ る.本 剤 はその後本邦 に お い て も
Cyanobond(住友化学)(以 下Cbと 略す),
AronAlpha(東亜合成化学)(以 下AAと 略
す)の 名 で市販 され るように なつた.
最近,本 剤が外科的に使用 され る よ う に な
り,そ の報告 も散見す るようになつ たが,未 だ
泌尿器外科方 面に応 用 された報告 に接 しないた
め,薯 者 等は これ ら接着剤 が泌尿器外科的 に も
有用 であ るか否か を知 るた めに先ず,2,3の











































糸をかけ(図2)前 壁を充分に長 く縦 切した(図
3)切 開縁を乾燥させmonomerをナイロソブラ








































































着 斉1」の1つ で,こ れ を主成分 と す るCb,AA
#201,及び#202はいつれ もほぼ透 明 の 液 体
で,本 剤の接着機転は微量 の水分に よつて起 る








加 剤の違いに より3剤 で多少 の差が あ り(表2,
表3),ま たsettingtime(表4),接着強
度(表5)に も差 を生 じている.ま た接着強度
は70～100。Cで最 大で,常 温～体温 におけ る
それ よ り40～50%増加す る.軟 化点附近,超 低
温では急激 に強度 を弱 め る.生 体接着 では生体
に含 まれ る水,酸,ア ルカ リ等 に よる影響 も考
慮 され,polymerの耐薬品性(表6)は 鋼一
鋼接着は アル カ リの腐 蝕作用 に よつ て激減す る
が,こ れ を別 に して も10%NaOH液 中ではや
やそ の接着力 を減 少す る.生 体組織 におけ る接
着剤 の引張強度 は報告 もな く不 明であ るが,生
体組 織の温度は37。C前 後 で,尿 のpHの 変化
は4.6～8.0の間に あることを考 え合せて,著 者
等が接着 し得た尿 路組 織の引張強度は稲生等 の
云 う生体 接着 に必要 な引張強度10.Okg/cm2を
は るかに超 えてい ると推察 され る.実 際 に接着
生体組織 の引張強度に関す る報告 と しては,生
体成分 であ る血清 ・胃液 の接着強度 に及 ぼす影
響 を観察 した稲生が テ トロソー テ ト ロ ン,ナ
イ ロンー ナイ ロン.絹 一絹 の布 片接着 の引張 強
度低 下を判定基準 として,胃 液 がナ イロソー ナ
イロン布片接着 に極端 な変化 を与え ることを認
め,併 せ て犬背部 の皮膚接着が絹糸縫合 による
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表1実 験 成 績
例 数 成 功 例 副 作 用
腎 切 開 後 割 面 接 着44(_)
腎 部 分 捌 後 自 家 筋 膜 接 着11(_)










溶 解 性Dimethylformamideに 徐 々 に 溶 解
屈 折 率 ほ ぼGlassに 等 し い
表4固 着 時 間(=sθttingtime)
塗岡 鉄 一 鋼 鉄1'～1'30"1'r・v2'5'～6'
ス テ ン レ ス ー ス テ ソ レ ス30"～45"3'～4'
銅 一 金同10"～15tt20ttN40tt
ア ル ミ_ウ ム ー ア ル ミ ニ ウ ム10"…v30tt30「1・ ・v50tt3t～4'
鋼 鉄 一 ゴ ム10tt・ ・v30tt
硬 質 塩 化 ビ ニ ル ー 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル10firv20tt45Ui-v601t
ゴ ム ー ゴ ム5tlrwlott20ti～30tl
ガ ラ ス ー ガ ラ ス10tt・ ・v30,t20"～30"1'～2'
木 材 一 木 材1'30"～2'2'～3'5'～6'
表5接 着 強 度(24時 間 後)=平 均 引 張 強 度(kg/cm2)
25。C700C20。C60。C
垂岡 鉄 一 劃姐 鉄366502264290
ス テ ソ レ ス ー ス テ ン レ ス275330
¢同 一 輩同380411
ア ル ミ_ウ ム ー ア ル ミ ニ ウ ム256359
硬 質 塩 化 ビ ニ ル ー 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル336420





















































3)生体成分である水 ・脂肪 ・血液 ・浸出液
・分泌物等と共存し得る.



























2)に ついては,異 物反応は一般には弱 く,
著者等の症例の一部に可成 りの円形細胞の浸潤










のCb.を注入 した場合の 局所刺戟性 も極めて
軽微 で,同時に観察 された肝 ・腎その他臓器の
変化 も皆無であつた.尚本剤の毒性に関しては
622 本郷 ・桐山一泌尿器外科領域におけるCyanoacrylate系接着剤の研究(第1報)









現在 まで動物を使用して皮膚 ・気管 ・気管支
・胃・腸 ・肝 ・脾 ・骨 ・筋 一血管 ・動脈瘤の補
強等広範囲にわたつて可成 りの成果を修め,更





























た.尚 被接着臓器の伸縮や運動を考 慮 に 入 れ
て,polymerに 弾 力 性,可 擁 性 を 与 え る こ と
や 粘 度,settingtimeを 加 減 す る こ とが 必 要
と な る こ と も 考 え ら れ る.そ う い う 点 でEast-
man910,HycarNo1041(Nitrilerubber),
DesmodurT(Polyisocyanate)を混 合 した
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図14膀 胱接着29日目
(膀胱切開術×200)石灰沈着を来たす
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図15膀 胱接着10日目の膀胱撮影.
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図16膀 胱粘膜上に付着させたpolymer
を核として発生した瓢箆形の異物
結石.
